
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月１７日（木）に、立会演説会が行われました。 

演説会を通して強く感じたのは、「学校をもっとよ

くしたい」と願うみなさんの熱意です。２１名の立候

補者のみなさんは、それぞれの言葉で思いを語り、自

分なりの考えや提案を堂々と立派に伝えてくれまし

た。人前に立って意見を述べることは決して簡単なこ

とではありません。その一歩を踏み出したことが大変

価値のあることだと思っています。その勇気と覚悟に

心から敬意を表します。 

演説を聞く側のみなさんも、一人ひとりの考えに耳

を傾けながら、自分たちの代表を選ぶ場にしっかりと

向き合っていました。 

そして、この会を支えてくれた選挙管理委員のみなさんにも感謝します。見えるところ

だけでなく見えないところでも多くの準備や気配りを重ね支えてくれました。本当にお疲

れさまでした。 

  

 

９月１６日（水）に、久留米市陸上競技場で、筑後地区新

人陸上競技大会が開催されました。 

本校からは、２年生      さん、１年生      さ

ん が出場しました。中間考査が終わった直後の大会でした

が、学習との両立を図りながら体調管理やコンディションづ

くりに努め、本番に向け、万全の準備を整えて臨んだのでは

ないでしょうか。当日、日中はまだ日差しも強く、体力の消

耗に気を配る場面も多かったと思います。そのような中、筑

後地区のよきライバルたちと互いに力を競い合い、見応えの

ある素晴らしいレースを展開してくれました。 

結果は、     さん「２年 1500m（４分 34 秒 17）

12 位」、     さん「1 年 800m（2 分 49 秒 94）８位」でした。本当によく頑張り

ました。 

また、本大会には      さん（    所属）も参加し、「１年 100m（13 秒 89）

3 位」の結果で県大会出場を決めています。健闘を祈っています。 
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筑後地区新人陸上競技大会結果  ～全力で挑みました～ 

生徒会役員選挙 ～三国中をよりよく、安心して過ごせる学校に！～ 



 

 

 ９月１８日（金）に、文化発表会オリエンテーシ

ョンが行われました。生徒会長        さん、

文化委員長       さん と       さん 

が放送で提案を行い、各教室ではタブレットに配布

された資料をもとに意義を確認しました。 

 今年度の文化発表会スローガンは、「音
ね

彩
いろ

 ～想

いを鍵に扉を開こう～」です。「音彩」の「音」に

は、挑戦や努力をかたちにする一人ひとりの想い

を、「彩」には、一人ひとりの個性や作品で文化発

表会を彩るという想いが込められています。さら

に、サブスローガン「想いを鍵に扉を開こう」には、

安心して過ごせる居場所だと感じられる“きっか

け”にしてほしいという想いが込められています。 

合唱活動の取組の過程を大切にしながら、よりよ

い仲間づくりができていくことを願っています。時

には本
ほん

音
ね

と本音がぶつかり合うこともあるでしょ

う。そんな時こそ互いに声を掛け合い、考えを聞き

合いながら前に進んでいってください。きっと、み

なさんなら、どんなに重くて分厚い扉でも開けることができると信じています。 

９月２４日（木）から合唱活動の取組が本格的にスタートしています。本番では、心か

ら信頼できる仲間とともに創ったみなさんの歌声をとても楽しみにしています。 

また、今年度は一人ひとりの想いや意気込みを寄せ合わせた「鍵」を各クラスで創るプ

ロジェクトを、生徒会拡大執行部を中心に全校生徒で取り組んでいます。 

 

 

 ９月１９日（土）に、のぞみ

が丘小学校の「あすなろの木」

前の屋外ステージで、あすな

ろミュージックコンサートが

行われました。 

今年度、第１５回を迎える

このコンサートは、のぞみい

きいきアンビシャス広場の主

催で毎年実施されており、三国中からは吹奏楽部が参加しました。当日は、厚い雲に覆わ

れた曇り空で雨が心配されましたが、シンボルツリー「あすなろの木」の前で演奏するこ

とができました（昨年度は雨で体育館での開催でした）。 

たくさんの地域のみなさまや保護者のみなさまに見守られながら、素晴らしい演奏で会

場の雰囲気を盛り上げてくれました。 

文化発表会オリエンテーション ～文化発表会の意義を確認しました～ 

あすなろミュージックコンサート  ～ 地域の方々とともにステージを盛り上げました ～ 


